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１ 背景と目的

我が国では，立地適正化計画によりコンパクトシテ

ィの実現に向けた取り組みが進められている．その過

程で，旧来の住民と引っ越してきた新しい住民の間で

コミュニティを形成していくことが重要である．一方，

町会や自治会等の地域コミュニティは，加入率の低下

や担い手不足等の問題が指摘されている．既存の地域

コミュニティに新しい住民が入り込みやすい環境が整

っていることが理想であるが，もしそうでないならコ

ンパクトシティ政策を進める中で地域コミュニティの

形成につながる仕組みや支援が求められる．

そこで本稿では，立地適正化計画に基づいて策定さ

れた都市計画マスタープランやコンパクトシティ，地

域コミュニティに関連する既往研究と，集団移転等の

事例から新たなまちづくりや移住によるコミュニティ

形成や変化について得られる知見を整理する．加えて，

コンパクトシティを推進する富山市について調査し，

課題として捉えていくべきかの考察及びコンパクトシ

ティ推進における地域コミュニティ形成の実態につい

て把握することを目的とする．

２ 既往研究

を用いて，既往研究を以下の表のように収集

した．収集では，査読付き論文の中から，コンパクトシ

ティ，地域コミュニティ，コミュニティ，防災集団移転

事業，防集事業，ニュータウン，団地のような単語及び

それを組み合わせ，検索を行った．

表 収集した論文の分類と文献数

大分類 小分類 文献数

コンパクトシティ
政策

政策実施の影響
地域組織

地域コミュニティ 効果
集団移転等の事例

２．１ コンパクトシティに関する既往研究

国土交通省によると 都市が立地適正化計画につ

いて具体的な取組を行い， 都市で計画を作成，公表

している（ 年 月 日時点） ．都市計画マスタ

ープランの記述内容と評価の実態について越川ら が，

立地適正化計画に対する地方自治体の認識と実態につ

いての箸本らにより研究されているが，コンパクトシ

ティ推進による地域コミュニティ形成への言及はない．

コンパクトシティ政策の効果や影響について取り上

げた研究として，クロスセクターベネフィットが存在

する可能性の裏付け ，村中らの周辺部のさらなる孤立

の可能性を指摘する研究のほか，坂本らが長野市と富

山市を対象にコンパクトシティ推進による経年変化を

分析しており，都市のコンパクト度と財政について竹

本らが，移動，健康について香澤らが研究を行っている．

しかし，地域コミュニティ形成についての研究は見あ

たらない．

国外では，ポートランド市の地域組織でコンパクト

シティ政策への参加意識と住民参加が与えた影響，活

動特性との関係性を明らかにする研究から市民参加に

資する知見を整理している．だが，日本での事例ではな

い．また，地域組織の参加がコンパクトシティ形成に与

えた影響に着眼したものであって，コンパクトシティ

推進による地域コミュニティへの影響は明らかではな

い．

２．２ 地域コミュニティの効果に関する既往研究

地域コミュニティや，その効果に着目した研究は多

数存在する．その一例をあげると，協力行動と犯罪抑止

の効果についての研究 が行われている．また，松村ら

によって所属する地域により地域モビリティ利用意向

を持ちやすくなることが示されている．

これらの研究から，地域コミュニティが住民の生活

や行動に良い影響を及ぼすことがあると確認できた．

２．３ 集団移転等の事例

防災や復興等のための集団移転を取り扱った研究も

存在する．防災集団移転事業による居住地再編から，従

前より狭い敷地になったことで庭などをしなくなり，

近隣との交流機会が減少したが，元々の住民の信頼関
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係は維持されたことが報告されている ．この事例から，

近隣との交流機会が敷地に影響されることがわかった．

コンパクトシティ推進の際，拠点となるような地域で

は人口を誘導する関係上，住居の敷地が狭くなりやす

くなり新たな住民である移住者の交流機会が少なく，

地域コミュニティ形成に不利となる恐れが考察される．

また，星らの報告では震災復興事業でコンパクトシテ

ィ形成が進む市街地で，コミュニティ形成が不十分で

あることを指摘している．

牛山らの行った新興住宅地に着目した研究では，団

地集会施設に関する事例からハコの提案というハード

面のみでなく管理運営面でソフト面の支援が，コミュ

ニティ形成支援では重要であるという知見が得られた．

また、水野らの研究からは，ソフト面，ハード面でゼロ

からスタートした六甲アイランドの事例で「初動期の

仕掛け」「継続的な仕組みづくり」「主体の役割分担」が

コミュニティ育成に重要だという示唆を得た知見が得

られた．

以上の知見より，コミュニティ育成には仕掛けや仕

組みづくり，ソフト面での支援が重要だと考察される．

３ 富山市の立地適正化計画

コンパクトシティの実現にいち早く政策に取り組ん

だ都市についての調査も行った．富山市では居住誘導

区域を都心部，そして駅から徒歩 ｍ， 本 日以上

のバス路線のバス停から徒歩 ｍ圏内の公共交通沿

線居住推進地区としている ．ここで， 年では市

内の公共交通沿線居住推進地区に住む市民が 人，

富山市全人口の約 なのに対し， 年では

人，市内人口の約 ％を目標としている ．

図 から， 年時点で公共交通沿線居住推進地区

に住む人は 年の目標に近い値である．計画ではそ

のうち 人が引っ越してきた人としており，その

人数は公共交通沿線居住推進地区に住む人の約

にもなる．もちろん，偏りがあれば地域によっては移住

者の占める割合がより高くなる可能性がある．

ここで，引っ越してきた人数も計画通りかつ特定地

域に偏りがあるとすると新住民の占める割合が少なく

ない地域が生じ，そうした地域では既存の地域コミュ

ニティに新しい住民が入り込みやすくするソフト面で

の仕組みづくりや支援が必要になると考察される．し

かし，富山市でそうした取り組みは現状で確認できて

いない．

図 公共交通沿線居住推進地区の人口推移

（参考文献 ）を基に筆者作成）

４ まとめ

既往研究からコンパクトシティ推進における地域コ

ミュニティ形成について考察し，富山市を対象に実態

の調査を行ってきた．

しかし，コンパクトシティ推進において新しい住民

の参加が十分でなく地域コミュニティ形成が不十分な

状況なのか，不十分なことでどんな影響があるのかは

不明である．それらを調査することで，コンパクトシテ

ィ推進における地域コミュニティ形成の必要性，重要

性を示すことは今後の課題となる．
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